
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

福祉委員幹事さんの声 
まもなく第 7 期（平成 30 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日）の福祉委員の任期が満了となります。 
今回は、代表の幹事のみなさんに福祉委員活動について聞いてみました！ 

福祉委員活動情報紙 

～ 福祉委員をして良かったと思うことは？ ～ 

「ささえ愛」は、あなたの地域で活動する福祉委員に関する情報紙です 

紙 

ささえ 
ＶＯＬ．034 

発  行 令和２年３月 

発 行 元 坂井市福祉委員幹事会 

（坂井市社会福祉協議会） 

私たち幹事から第 8 期福祉委員の皆さんへのメッセージ 

○長年活動しているうちに、地域の人たちに福祉委員と
いうことを知ってもらい、困った時に相談してもらえ
る関係ができてきた。 

○これまで働いていた時には、福祉委員のことも地域の
ことも全く分からなかったが、福祉委員になって初め
て、地域の中に支え合いや助け合いがあるということ
が分かり、その大切さやそこを起点に地域全体が動い
ていることに気づけた。 

○福祉委員活動を通して、様々な方と出会い、つな
がることができた。 

○福祉委員活動をきっかけに、ボランティア活動に
興味を持ちはじめた。 

○向こう三軒両隣の関係性の中で、自分の区で顔を
覚えてもらえている。人は一人では生きていけな
い。やはり家族や地域あってのことだと思うの
で、自分がそこに関わらせていただいていること
はありがたいと感じている。 

○地域の高齢者の状況も把握できるようになり、お
年寄りとの関わりも増えた。子どもと関わる機会
があるので、活動していてすごく楽しい。 

今期もよろしくお願いします。特に、新しく委嘱された福祉委員のみなさんは「福祉委員とは何

をすればよいのか」とお考えのことでしょう。通年ならば、委嘱式の時に役割等の説明があります

が、今年は新型コロナウイルスの感染防止のため委嘱式が取りやめになりました。不安なことと思

いますが、各地区で少し違いがあっても、福祉に関する対応は基本的に同じです。 

身近なところから、今までよりほんの少しだけ目配りや気配りを行いながら、自分の地域で見守

りをしていくことが我々福祉委員の役目だと思いますので、一緒にアンテナを高くして地域を見守

る活動をしていきましょう！ 

○ふれあいサロンの企画をどのようにするのかを考え 
るのが楽しみ。サロンを開催すると、お年寄りの方 
に「ありがとの」と喜んでもらえるのがとても嬉しい。 
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ここで一言 

  
■みくに支部  

ＴＥＬ：82-1170 

■まるおか支部 

ＴＥＬ：68-5060 

■はるえ支部 

ＴＥＬ：51-4545 

■さかい支部（本部）  

ＴＥＬ：67-0699  

※当情報紙は坂井市社協ホームページでもご覧いただけます。http://www.sakaicityshakyo.jp/ 

ある日の様子 

坂井市社会福祉協議会 
＜連絡先＞ 

 

きいてきたざ－ 

＜編集後記＞ 

本年度、地域力強化推進事業※のモデル地区として活動に取り組んで 

います。コミュニティデータシートを用いた「住民ワークショップ」で 

は、人生 100 年時代に向け、社会の変化等に伴い地域住民が主体的につ 

ながり支えあうことが必要だと再確認できました。また、地域診断をす 

ることで、地域の課題に対し自分たちができることを確認できました。 

これからも定期的に課題やできることを確認し、住民主体の活動をす 

すめていきたいと思いました。          三国町新保地区 福祉委員 松﨑 ひろみ 

過日、災害図上訓練に参加する機会があり、我々が安全と考えていた地域が、水害や土砂災害

が起きると、数時間のうちに危険な地域に変わることの怖さを体験しました。避難についても、

日頃から「我がこと」として考えておかないと、いざというときに高齢者や災害時要援護者の対

応ができない。ネット時代を迎え、気象情報の情報収集の在り方も課題となりそうです。  

普段から地域の見守りを行い情報を把握する。災害が起きた時には、まず自分の身の安全を確

認し、隣近所の気配り、つまり「互助力」を何時
なんどき

でも発揮できるような地域の人間関係を普段か

ら作っておく必要があると感じました。           丸岡町高椋中部地区 福祉委員 吉田  幸憲 

兵庫地区では、子ども福祉委員「ひょうごスマイルキッズ」が地 

域の福祉活動をしています。活動を始めて３年が経ちましたが、地 

区内で名前は知っていても活動内容までご存知の方は限られていま 

す。そこで、3 年間の活動の振返りを 2 月 9 日に区民の方々に向け 

て行いました。活動報告の後、地区のお宝（自慢できる物）探しを 

グループワーク方式で行い、子どもの目で見たお宝や大人の目で見 

たお宝をたくさん探し出しました。今後、このお宝をどのように伝 

えていくか、新たにお宝を作るにはどうしたらよいかをみんなで考 

えました。       坂井町兵庫地区 福祉委員 内江 輝三 

※地域力強化推進事業 地域の高齢者等が抱える『困りごと』を“我がごと”として捉え、住民主体で助け合い・支え合いができる地域づくりを目指す事業 

新型コロナウイルスのために、3 月予定の委嘱式が中止になりまし

た。日本中…いや世界中で大問題になり、いろんな所で影響が出てい

て大変な事になっており、これも一つの目に見えない災害です。 

新しく福祉委員になられる方々は、不安と心配があると思います。

福祉委員だけの集まりを設け、ざっくばらんな話の中で役割や活動 

を説明していきたいと思っています。基本を理解していただくことに

よって、「何をしてよいのかわからない」という不安が多少は緩和さ

れるのではないでしょうか。 

それでも、まだまだ福祉委員の役割や活動が認識されていません。

行動を見えるようにしたり、みんなで話し合い、テーマを考えてい 

くことで、目的も見えるようになります。 

新福祉委員は宝でありますので、福祉活動の力になって下さい。 

春江町南部地区 福祉委員 坪内 優三 


